
く卸売菓者と医療機関ノ調剤薬局との取引l
.かつて過大な薬価差の間題が指摘されたが..薬価調査における推定帝離率
をみると,平成3年度の23.1%から.平成15年度には 6.3%に吉で縮小

してきている.

.卸亮葉者と医療機関ノ調剤薬局との価梅交渉は.個々の契約当事者間にお
いて経済合理的に行われるぺきであり.この場合の価格形成の条件として
は.例えば.購入量.配送コスト支払い条件く支払いサイト等,ノ.信用状
況等が挙げられるo

一グループやチェーンによる一括購入は.価格交渉を一括して行うことによ
り.取引に伴う費用の低減効果が見込まれるが.個々の取引に当たっては.
契約当事者間で.韓入量としてのボリュームの多寡.個別の医療機関J調
剤薬局への配送費用等を考慮し.経済合理的な価格交渉が行われることが
望まれるo

.購入量の大きい医療機関ノ調剤薬局の多くで総価取引が行われてL-るo総
価取引は, 1品ごとに価枯交渉を行う取引と比べ.取引に伴う費用の低減
効果はあることから.こうした取引は否定されるものではない.ただし.
本来的には.医薬品を採用するに当たり.医薬晶の価値と価格を考慮した
上で採否を決走することが望ましいo

.総価取引のうち.医療機関,r調剤薬局に対して品目ごとの価格が明示され
ない取引は.薬価調査により把撞されない取引であり,現行の薬価制度の
信頼性を損なう取引であることから.公的医療保険制度の下では,個々の
取引において.晶目ごとの価枯を明示することが望まれる.

.購入量の大きい医療機関ノ調剤薬局を中心に.長期に渡って未妥結.仮納
入を継続する事例がみられる.これは.薬価調査により把握さ.れない取引
であり.現行の薬価制度の信恵性を損なう取引であることから.公的医療
保険制度の下では.個々の契約当事者間の交渉により.こうした取引を是
正することが望まれるo

.卸売業者と医療機開ノ調剤薬局との間の文書契約は浸透しつつあるが未だ
不十分でありへ 医療機関等の理解と協力を得て.契約率の-層の向上が望
まれるo 契約の内容についても.契約に反して契約期間中の他の菓者への
一方的な業者変更などをすれば.契約不履行に該当することから.契約当
事者間において.契約に基づいた取引が行われるべきである.
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